
(三鷹市市民協働センター：外観) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小雨の降る 2 月 26 日（木）の午後、今年 10 年目を

迎える「NPO 法人まちかど保健室」で副会長をされてい

る喜田貞氏をお迎えし、お話していただきました。講

演は開設のきっかけや活動内容など長年活動している

喜田氏ならではの豊富なご経験から多くの事例を織り

交ぜながら和やかな雰囲気の中で進められました。 

参加者は、実感のこもったお話に感心したり、驚い

たりした後、ひとりひとりから積極的な質問や意見交

換があり、サロン終了後も話し合いはしばらく続きま

した。 

「町の中に保健室を作りたい。子どもたちや、子育

てに悩む保護者の

心の居場所を作り

たい」そんな喜田氏

の熱い思いが終始

伝わってきた素敵

なサロンでした。 

 

 

 

 

 小平市、日野市、府中市、三鷹市、八王子市、西

東京市の中間支援組織スタッフでの情報交換会が、2

月18日（水）に三鷹市市民協働センターで開催され、

ゆめこらぼからスタッフが出席しました。 

 今回の情報共有テーマ「協働の広がり」について、

開催幹事市である三鷹市から、これまでの取組み、

成果と課題が紹介されました。その後、各市からテ

ーマに関する取組みや、最近のトピックの情報共有

が行われました。各市の事例から協働を広げるには

市民活動に対して市民の理解を得る必要があること

を改めて考えさせられました。 

 会議後に新設された「三鷹スペースあい」を見学

しました。民学産

公による新たな協

働のサテライトと

して活用していく

そうです。 

 

 

 

 

2 月 7 日(土)から西東京市男女平等推進センターパ

リテで第７回パリテまつりが開催されました。今年 25

周年を迎える西東京市福祉推進協議会主催で医学博士

の竹内孝仁さんが「あたまの健康 からだの健康~水を

飲んで認知症予防~」について講演を行いました。 

多くの認知症患者は水分を取らない・栄養をとらな

い・運動をしないという共通点があり、実は生活を改

善することで認知症も改善される効果があるようです。

水分は一日 1500cc を目安に摂取が必要であり、大腸の

機能を良くすることが認知症の予防にはっきりと有効

だということでした。「認知症は病気であり、治すもの

だ」という認識は頭にありませんでしたが、自立支援

を前提とした介護で着実に実績があるものだと知り、

目から鱗の講演でした。 

 

 

「平和・民主主義・革新の日本をめざす西東京の会」

主催で 2月 14 日(土)柳沢公民館において「私たちの暮

らしを豊かにする日本経済の展望」をテーマに友寄英

隆氏の講演がありました。講演開始前から沢山の参加

者がつめかけ、政治経済への関心の高さが窺われまし

た。 

講演は安倍内閣が実施し

てきた経済政策の結果を検

討することから始まり、多く

のデータと事例と共に戦後

の日本資本主義の展開過程について歴史的視野からの

分析見解や今後の日本経済の短期及び長期展望につい

て述べられました。大変に説得力のある論証に、総勢

58 人の参加者は熱心に聞き入りメモを取っていました。

講演後には、参加者から多くの質問や疑問に対し、懇

切丁寧に回答していただきました。日本の今後を考え

るうえで、日本経済を取り巻く情勢をしっかり把握す

る重要性を痛感した講演でした。 

 第二期から始まった「まちづくり円卓会議」。第三期も重点事業として取り組みます。まちづくり円卓会

議は、ますます多様化した地域の課題を解決していくために、行政だけでなく自治会・町内会、市民団体、

会社や商店などの事業者や様々な立場の関係者が参画し、お互いの力や課題を共有しながら対話と協働を

進めていくものです。 

平成 27 年 2 月 28 日(土)田無総合福祉センター視聴覚室で「子どもの声に向き合うために～今、わたし

たちにできること～」を新たなテーマに第１回のまちづくり円卓会議を開催しました。講師兼ファシリテ

ーターは安部芳絵氏(早稲田大学総合人文科学研究センター招聘研究員)、上田美香氏(日本大学非常勤

講師)。まちづくり円卓会議メンバーは小松真弓氏(NPO 法人子どもアミーゴ西東京)、谷隆一氏(タウ

ン通信)、山崎明氏(㈲三又酒店)、古林美香氏(青少年育成会)、高橋薫氏(NPO 法人稲門寺子屋)、石井

一雄(社会福祉協議会)、賀陽賢一(西東京市生活文化スポーツ部協働コミュニティ課)の７名、当日の

参観者は 24 名でした。第１回では、講演の感想を共有した後にまちづくり円卓会議の話合いをスタ

ートさせ、現場で感じている多岐にわたる課題が多様な視点から出され、それらを皆で共有しました。

今後、対話を積み重ね、ターゲットを絞り課題解決へと進めていきます。        
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ゆめこらぼ新たなスタートに当たって 

平成 21年 3 月設立の西東京市市民協働推進センターゆめこらぼは、第一期「基礎固め」、第二期「本

格的活動の展開」の 6年間を経て、4月から新たな第三期 5年間をスタートすることになりました。  

第三期では、「つなげる」を重点とした事業展開と裾野の拡大を目指したセンターの運営を基本に、

「みんなでつくるまちづくり」を行う市民活動にとって不可欠な存在になれるよう取り組んでいきま

す。皆様のご支援、ご協力に心から感謝申し上げますとともに、今後ともよろしくお願いいたします。 

（西東京市市民協働推進センターゆめこらぼ センター長 内田雅俊） 

第三期の重点事業紹介「まちづくり円卓会議」 
―新たなテーマで再スタート、全 5回開催予定― 

講師兼ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

上田美香氏 

 

講師兼ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 

安部芳絵氏 

 

近隣 6市中間支援組織情報交換会 

♥♥ゆめこらぼ事業・活動紹介♥♥ 
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ゆめサロン  

「心の居場所・まちかど保健室」 

西東京市福祉推進協議会 

パリテまつり  西東京市福祉推進協議会企画講座 

平和・民主主義・革新の日本をめざす西東京の会 

私たちの暮らしを豊かにする日本経済の展望 

◆◆登録団体活動紹介◆◆ 
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2月15日(日)西東京市日中友好協会の設立10周年を

記念して工学院大学孔子学院院長の西園寺一晃氏の講

演と日本で活躍する中国大連市出身ソプラノ歌手孟繁

傑氏、楊智二胡楽団の音楽会がコール田無で催されま

した。会場は満席で関心の高さが窺われました。 

西園寺氏は、自身の体験話を

交え戦後の日中関係を丁寧に説

明し、戦争の総括をするための

3 度のチャンスを逃したまま国

交正常化した現状を指摘しました。現状だけでなく、

歴史的経緯を知ることの大切さ、それを将来にどう役

立てるか改めて考えさせられる講演でした。 

後半は、孟繁傑氏ののびやかな歌声と二胡の演奏を

楽しんで会場を後にしました。 

 

 

 

2 月 22 日(日)原発はいらない西東京集

会実行委員会主催により柳沢公民館に

おいて原子力資料情報室共同代表の西

尾獏氏による「原発はなぜやめられな

い？」をテーマに講演が開催されました。

70 名を超える聴講者が集まり、熱心に

お話に聞き入っていました。チェルノブ

イリと福島の原発事故の比較、福島は 4

年も経ってまだ、抜本的対応策がない現

状を捉え、現状として原発を即刻廃止の方針を打ち出

せないでいることを話されました。原発は今の技術で

は制御できないとの講師の考えで原発廃止のための行

動をすることの意義を主張していました。待機電力を

減らすなどの身の回りの

小さなことが行動の第一

歩になるとのことでした。 

 

 

 

2 月 21 日(土)西原自然公園において、更新から 10

年経過した雑木林の間

伐作業が行われました。

クヌギやコナラを30本

間伐し、ホダ木を 150

本程作りました。3月に椎茸のこま打ちをし、二夏越し

た秋から椎茸の収穫ができるそうです。今回は一般か

ら 10 名の参加を募り、鋸で伐採するほか、希望者には

チェーンソーでの伐採を体験してもらいました。武蔵

野地域に江戸時代から受け継がれてきた雑木林を次の

世代に残していきたいと14年前に始めた西原自然公園

を育成する会の活動は、東京都公園協会から平成 24 年

度最優秀賞、国土交通大臣賞を受賞するなど各方面か

ら評価されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般財団法人言語交流研究所・ヒッポファミリーク

ラブが 3 月 5 日(木)に開催した「親子で参加できる春

の体験会」に参加してきました。今回の体験イベント

では、日々の生活の中で赤ちゃんからシニアまでの多

世代が、多言語の環境の中でボーダレスな思考感覚や

多文化への理解などを自然取得しながら、楽しんでい

る様子を肌で感じてきました。いろいろな国の言葉が

飛び交う中、小さな子どもたちも大人も世界各国の歌

や遊びを感覚で理解しながら全身で楽しんでいました。

その姿に、違う言語や価値観を自然に受け止めること

ができるようになるための環境づくりは、人間形成の

過程においてとても重要なのではないかと感じました。 

参加者ひとりひとりが、フレンドリーで居心地の良

い楽しい時間を共有できた体

験となりました。 

 

 

 

 

＜平成 27 年度取り組み事業＞ ※は重点事業 

※(1)広報・PR事業 

  ゆめこらぼ通信の発行、ホームページ、リーフレ

ット作成等 

(2)情報収集・提供事業 

 団体紹介冊子、団体イベント情報 

(3)相談事業 

※(4)人材、団体育成・研修事業 

  ゆめサロン、講座＆セミナー開催 

※(5)地域連携促進事業 

  協働のまちづくりワークショップ、NPO 市民フェス

ティバル、まちづくり円卓会議 

(6)施設の提供及びその他の事業 

  印刷機、サロンコーナー、メール BOX 提供、その

他機材 

 

 

 

 

 

平成 27 年 4 月 1 日より 

      開館時間：午前 10 時 

      閉館時間：午後７時 

       休館日 ：日曜日 

       （火曜日は開館致します。）   

 

 

 

◆西東京市日本中国友好協会 

 目的：西東京市において日本と中国との両国民の相

互理解と友好を深めひいては日中両国及びア

ジアと世界の平和と繁栄に貢献すること。 

◆論語と書 

 目的:： 論語に親しむ。論語の書物を声に出して読み、

素読し、唱和し、更には書き写して人生の経

験に照らして味わい、親しむ。 

◆おはなし aqua 

 目的：お話し会等の開催により、子ども情操及び考

える教育に寄与することを目的とする。 

＜2015 年 2 月末現在で 125 団体になりました＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆登録団体活動紹介◆◆ 

西東京市日中友好協会 

設立 10 周年記念 講演＆音楽会 

原発はいらない西東京集会実行委員会 

講演会 原発はなぜやめられない？ 

１ ２ 月 １ ４ 日 （ 日 ）

13:30-1530 

田無公民館 野木さんにお

願い 

１ ２ 月 １ ４ 日 （ 日 ）

13:30-1530 

田無公民館 野木さんにお

願い 

西原自然公園を育成する会 

西原自然公園雑木林 間伐作業 

言語交流研究所・ヒッポファミリークラブ 

親子で参加できる春の体験会♬ 
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ゆめこらぼの開館時間変更!! 

休館日の変更!! 

西東京市 市民協働推進センター ゆめこらぼ 
〒188-0012西東京市南町5-6-18イングビル1階 

Tel:042-497-6950  Fax:042-497-6951 

E-mail:yumecollabo@ktd.biglobe.ne.jp 

            http://www.yumecollabo.jp/ 

 

開館時間 午前10時～午後７時 

         休館日 毎週日曜日 

ゆめこらぼ平成 27年度の取組み 

新たな登録団体＜2015 年 1 月～2 月＞ 

みんなの本棚 

「小さな起業で楽しく生きる」 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞﾈｯﾄﾜｰｸｼﾞｬﾊﾟﾝ著 

 

皆さんは、「ワーカーズ・コレクティブ」という言

葉を、お聞きになった事があるでしょうか。最近頓に

カタカナに弱い私ですが、「ワーカーズ・コレクティ

ブ」は少々馴染みがあります。なぜなら、私の周りに

は「ワーカーズ・コレクティブ」で、生き生きと働く

人たちがいるからです。その方たちのお仲間が、自分

たちの働き方を知って欲しいと書いたのが、『小さな

起業で楽しく生きる』です。 

本の中では、お弁当屋さんやたすけあい、子育て支

援、健康体操、経理、リサイクルなど、ワーカーズの

いろいろな職場が紹介され、その中で働く人たちの思

いも綴られています。そこで共通するのが、「地域に

必要」・「みんなで話し合って決める」という言葉です。

「ワーカーズ・コレクティブ」は、地域に必要だと思

う機能を、共感する人たちが何人か集まり、資金と経

験と熱意をもちより、お互いに働きやすい場を協力し

て作っていくやり方であると書かれており、それはす

なわち働く人がみんな経営者で、自分たちの働き方を

自分たちで決めていくという事を意味しています。こ

んな働き方もある！子育てが一段落した方や、定年で

地域に戻った方、なにかやりたいと思っている方にお

薦めの１冊です。 (北町在住 唯根ひで子氏) 

 

 編集後記 

新たな運営体制でゆめこらぼは皆様のご期待に応

えるよう頑張っていきますので、皆様もお気軽にお立

ち寄りください。 
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